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1. サービス内容 

 サービス内容 

東北学院大学情報処理センター（以下センター）では、東北学院大学に所属する学生・院生・教職員

（非常勤含む）を対象として、センターのソフトウェア利用契約期間に限り、IBM 社の統計解析ソフト

ウェア「SPSS Statistics」を自宅等のパソコンで利用できるライセンス貸出サービスを提供していま

す。 

SPSS をインストールしたご自身のノートパソコンへ、センターの持つライセンスの一部を一時的に借

用すること（コミュータライセンスの利用）により、自宅など学外でも SPSS が利用可能となります。 
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 免責事項 

 SPSS の利用に伴って生じたあらゆる損害等について一切の責任を負いかねます。特に、SPSS のイ

ンストール前の環境への切り戻しを本学にて実施すること、およびその操作をサポートすること

は致しかねますので、利用者の責任において事前に復元方法を確立した上でご利用ください。 

 

 制限事項 

利用対象者 ・東北学院大学に所属する学生・院生・教職員（非常勤含む） 

利用場所 ・ライセンスのチェックアウト（借用）は学内ネットワーク(TGWIFI 等)

からのアクセス限定。 

・チェックアウト完了後は学外での利用可。 

利用可能ソフトウェア ・SPSS Statistics Base 
 
※オプション（Advanced Statistics、Regression）は利用不可 
（システムの制約上、ライセンスのチェックアウト（借用）時にオプ

ションも選択可能ですが、オプションはライセンス数が限られてお

り、授業利用を優先するため選択しないでください。オプションの貸

出を確認した場合は、システム管理者より個別に連絡をさせていただ

くこととなります。） 

利用可能バージョン Ver. 29 
利用期間 １～７日 

※設定ファイルの変更により、最大 30 日まで延長可。 

利用可能数 100 ライセンス(同時貸出数) 

※100 ライセンスを超えた場合は返却されるまでチェックアウト（借

用）不可。 

ソフトウェア利用方法 ・SPSS を起動した後のソフトウェアの利用方法については、各自ド

キュメント等を参照してください。情報処理センターでは利用方法の

サポートはできません。 
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2. PC 端末への導入（初回利用のみ） 

 SPSS ダウンロード 

1) SPSS ダウンロード申請フォーム

（URL：https://www.ipc.tohoku-

gakuin.ac.jp/spss/exec.php）にアク

セスします。 

  

2) 「ログイン」画面で「ユーザー名」・

「パスワード」に[統合認証アカウン

ト]と[統合認証アカウントのパスワー

ド]を入力し、[ログイン]をクリック

します。 
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3) 「申請」画面で[利用資格]を選択し、

[申請者氏名]を入力、画面下の注意事

項を確認して、[以下の注意事項に同

意する]にチェックを入れて、[申請]

をクリックします。 

  

4) 「ダウンロード」画面でインストール

したい OS・バージョンのボタンをク

リックして、ダウンロードする。 

ダウンロード完了後は、[ログアウト]

をクリックしてから画面を終了しま

す。 

  

 

 SPSS インストール 

1) ダウンロードした「SPSS_Statistic

s_27_mac.pkg」をダブルクリックし

ます。 
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2) [続ける]をクリックします。 

  

3) 「使用許諾契約」で[日本語]を選択

し[続ける]をクリックします。 

  

4) [同意する]をクリックします。 
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5) インストール先を確認し、問題がな

ければ[インストール]をクリックし

ます。 

  

6) インストールが始まるので、しばら

く待ちます。 

  

7) 「インストールは成功しました。」

の画面が表示されますので、[閉じ

る]をクリックします。 
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 SPSS ライセンス認証 

1) 「ライセンスの状態」で、[次へ]を

クリックします。 

 
2) 「製品の認証」で[同時ユーザーラ

イセンス(E)(会社で製品を購入し、

管理者がコンピューター名または I

P アドレスを通知しました。)]を選

択し、[次へ]をクリックします。 
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3) 「ライセンスマネージャー」で「ラ

イセンスマネージャー名またはサー

バーの IP アドレス：」に 

[spsslimg.ipc.tohoku-gakuin.ac.jp] 
を入力し、[次へ]をクリックしま

す。 

 

4) 「ライセンス交付の完了」で[終了]

をクリックします。 

 
 

3. SPSS コミュータライセンスライセンスのチェックアウト（借用）・チェックイン（返却） 

 SPSS コミュータライセンスのチェックアウト（借用） 

ライセンスをチェックアウト（借用）することでネットワークに接続できない場所でも SPSS が使えるよ

うになります。 

コミュータライセンス（一時的な貸出用のライセンス）は 100 ライセンスまでの提供となるため、上限に

達している場合はチェックアウトができないことがあります。その場合はエラーが表示されますので、返却

されるまでお待ちいただくか、各キャンパスの情報処理センターのパソコンをご利用ください。 
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1) Finder を起動し、「アプリケーション」

-「IBM SPSS Statistics 27」-「SPSS 

Commuter Utility」をクリックします。 

 

2) 「Commuter ユーティリティ」で

[1200(1200)27.0(105 out of 105 

left)]を選択し、[期間(日)]を入力(１

日～７日の間で指定)し、[チェックアウ

ト]をクリックします。 

 
※ オプション(Advanced Statistics、

Regression)のチェックアウトは禁

止です。ご注意ください。 

 

※ 多くの方に利用いただけるよう、借

用期間は必要最低限としてくださ

い。 

 

3) 「Commuter ユーティリティ」で

[1200(1200)27.0(105 out of 105 

left)]にレ点チェックが入っており、

[チェックアウト]がクリックできなくな

っていることを確認します。 

 
※ オプション(Advanced Statistics、

Regression)にレ点チェックが入っ

ていないことを確認してください。 
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 SPSS コミュータライセンスのチェックイン（返却） 

 学外での利用が終わった後は、速やかにコミュータライセンス（一時的な貸出用のライセンス）のチェッ

クイン（返却）処理を実施してください。以下の作業は学内ネットワーク（TGWIFI 等）に接続した状態で行

ってください。 

※ 借用期間が終了した場合は、チェックインを行わなくてもライセンスは返却されます。 

 
1) Finder を起動し、「アプリケーション」

-「IBM SPSS Statistics 27」-「SPSS 

Commuter Utility」をクリックします。 

 
2) 「Commuter ユーティリティ」でレ点チ

ェックが入っている項目を選択し、[チ

ェックイン]をクリックします。 

 
3) 「Commuter ユーティリティ」でレ点チ

ェックが外れており、[チェックアウト]

がクリックできる状態になっていること

を確認します。 
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 【参考】ライセンス借用期間の設定変更 

コミュータライセンス（一時的な貸出用のライセンス）の借用期間はインストールの既定値として７日間に

制限されていますが、以下の方法でパソコンの設定を変更することで最大 30 日のチェックアウトが可能とな

ります。 

※ 本手順で設定変更した後で、手順 3.1 の通りチェックアウトを行ってください。その際は[期間(日)]

を希望する日数（最大 30 日まで）に指定して実行してください。 

※ 多くの方に利用いただけるよう、借用期間は必要最低限としてください。 

 
 
 
 
 
 

１． アプリケーション/IBM SPSS Statistics 27/Resources/Activation/commutelicense.ini ファイルを

開きます。 

２． [CommuterMaxLife]の値を「7」から「30」に書き換えます。 

３． ファイルを保存してから閉じます。 

CommuterMaxLife：30 に変更 


